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A．研究目的 

本研究の目的は、本研究班で作成した eラーニ

ング教材と演習教材に基づき、フェーズ 0からフ

ェーズ2までの市町村保健師の災害時保健活動遂

行能力の獲得・向上のための研修プログラム例を

検討することである。 

 

Ｂ．研究方法 

研修プログラム例は、e ラーニング教材と演習

教材を組み合わせて作成した。本研究で作成した

演習教材の他に、既存の演習も活用して検討した。

そのほか、先行研究の研修プログラムの例 1)も参

考に研修プログラム案を検討した。作成する研修

プログラム例は、研究代表者らが先行研究 2）にお

いて作成した研修の企画の流れ（図１）に位置づ

くものとし、本稿ではステップ３の研修プログラ

ムの構成及び方法の検討について焦点化して述

べることとする。 

 

 

研究要旨：本研究班で作成した eラーニング教材と演習教材に基づき、市町村保健師の災害時保健活動

遂行能力の獲得・向上のための研修プログラム例を検討することを目的とした。 

研修プログラム例は、本研究班で作成したeラーニング教材と演習教材を組み合わせて作成した。演

習教材は本研究班で作成した教材の他に既存の演習も含め、研究代表者が先行研究において作成した

研修プログラムの例も参考に検討した。 

研修プログラムの構成は、レクチャー、ワークショップ、リフレクションを組み合わせ、レクチャー

には本研究班が作成した e ラーニング教材の視聴を事前学習に位置づけ、集合型の対面学習にてワー

クショップとリフレクションを行う構成とした。内容は、わが国で発生する可能性の高い地震と豪雨水

害の 2 パターンを作成した。市町村では現在、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の完了が最

重要課題となっている事を鑑み、対面学習は半日を基本とし、本研究班において演習が効果的として抽

出したコンピテンシーに焦点を当てた内容となるよう検討した。対面学習をより効果的なものとする

ために、グループ編成は役職や所属組織、災害従事経験の有無を考慮したものとした。研修の前後には

実務保健師のコンピテンシーチェックシートを用いて評価することを含めた。 

今後は、研究代表者らのネットワーク等から、災害対策に従事した経験のある統括保健師や実務保健

師に研修プログラム例に対するヒアリングを行い、それをふまえ精錬した研修プログラムを実施、その

後は評価会議を開催し、研修プログラムを精錬する予定である。今回作成した研修プログラム例はフェ

ーズ 0 からフェーズ 1 までに対応した内容であるため、今後はフェーズ 2 まで対応した演習教材作成

と共にバリエーションを増やし、それらを含めた研修プログラムについても検討していく必要がある。 
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Ｃ．研究結果 

１．研修の時期および時間の検討 

現在、わが国はコロナ禍にあり、市町村にお

いて新型コロナウイルス感染症のワクチン接

種の完了が最重要課題となっている。市町村保

健師がこれまで以上に極めて業務多忙な状況

の中で、研修受講のための時間確保は難しい状

況にある。一方、近年自然災害が多発し、コロ

ナ禍における避難所対応への備えも喫緊の課

題となっている。このことから、集合型の対面

での研修実施は半日程度が妥当であると考え

た。また、研修の実施時期については、上記の

ワクチン接種が完了または完了の見通しが立

った時期が望ましいと考えた。 

 

２．研修プログラム内容の検討 

１）研修プログラムの構成 

 研修プログラムの構成は、レクチャー（L）、

ワークショップ（W）、リフレクション（R）を

組み合わせ L、W、R の順に行う LWR 型とした。

LWR型は短時間、多人数に対し、知識必要事項

をしっかり伝える目的の場合よく使われ、あら

かじめ必要な知識をインプットすることで何

をすればよいか分かりやすくなるとされてい

る 3）。レクチャーの部分は本研究班が作成した

e ラーニング教材の視聴を研修の事前学習と

して位置づけ、集合型の対面学習と組み合わせ

て実施することが効果的、かつ市町村保健師の

研修受講のための時間捻出にかかる負担軽減

も含め、望ましいと考えた。集合型の対面学習

の部分は、本研究班が演習教材を作成する必要

があると特定したコンピテンシー（表１）に焦

点化し作成した演習教材、及び既存の演習教材

を含めたワークショップ、リフレクションを半

日程度で実施する構成とした。 

 

２）事前学習の設定 

 受講者に対し研修会への参加に向けて、知識

及び意欲等の準備性を高めるための事前学習

内容として、演習に効果的であると考えられる

コンピテンシーとその遂行に求められる知識・

技術・態度に関連する e ラーニング教材の視聴

を位置付けた。その他に、所属自治体の地域防

災計画やハザードマップ、災害時保健活動等マ
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ニュアルの内容、組織における災害時の指揮命

令系統、実務保健師及び統括保健師・管理的立

場の保健師の災害時の役割などの基本事項を

確認しておくことを課すこととした（表２）。 

 

３）焦点を当てる災害の種類・規模・場面 

 わが国では近年、東北地方太平沿岸部におけ

る地震の多発や、南海トラフ地震、首都直下型

地震等の発生が懸念されていること、また、地

球温暖化に伴う豪雨水害も多発していること

から、研修プログラムで扱う自然災害は、地震

災害及び豪雨水害に焦点を当てた。災害規模に

ついては、県内外から支援を要する規模の災害

を想定した研修企画は、実践的な応用に資する
4）と考えられるため、県内外からの応援派遣に

よる支援の必要な被災状況を想定した。また、

現在はコロナ禍にあり、コロナ禍における避難

所対応は喫緊の課題となっていることからも、

豪雨水害については、COVID-19 感染拡大下を

想定した演習教材を含めて内容を検討した（表

３－１、表３－２）。 

 

４）研修前後のコンピテンシーの自己評価 

 本研究班の文献検討において、自己効力感の

測定は、災害支援が未経験の対象者や経験が少

ない者に対して研修を行う際は有効であるこ

とが示唆された。これをふまえ、研修の前後に

「実務保健師のコンピテンシーチェックリス

ト」5）を用いて、超急性期及び急性期のコンピ

テンシーについて、自己評価してもらうことと

した。また、プログラムの評価として、終了後

に満足度や役割遂行の自覚・知識の獲得、自身

の問題の明確化の観点から評価してもらうこ

ととした（表２、表４）。 

 

５）演習時のグループ編成 

グループ編成は、研修プログラムの演習内容に

合わせて、保健師としての経験年数や役職(職

位、統括、次期の区別等)を考慮した編成、所

属組織を考慮した編成(自治体種別や、規模が

近い自治体等)、災害従事経験の有無を考慮し

たグループ編成とする。グループサイズは、目

的に合わせてペア、グループ（４～６人）、全

体とすることが望ましいと考え、それらを含め

て検討した。 

 

Ｄ．考察 

１．研修プログラム案の精錬 

令和 3 年度は、研究代表者らのネットワーク

等から、災害対策に従事した経験のある統括保

健師や実務保健師を招集し、検討した研修プロ

グラム例に対するヒアリング、ならびにそれを

ふまえ精錬した研修プログラムを実施する。ま

た、実施結果をふまえ、前述の保健師を再度招

集して評価会議を開催し、研修プログラムの内

容を精錬する予定である。今回作成した研修プ

ログラム例はフェーズ 0～1 までの市町村保健

師の災害時保健活動遂行能力の獲得・向上のた

めの研修プログラムとなっているため、今後は

フェーズ 2 まで対応した演習教材を作成する

と研修プログラムについてもバリエーション

を増やせるよう検討していく必要がある。 

 

２．市町村で研修が企画実施できるための検討 

 今後は、作成した研修プログラムを活用し市

町村で研修を実施できるために、研修プログラ

ムを含めた教育教材活用のためのマニュアル

を作成していく予定である。また、市町村での

研修実施にあたっては、本研究で作成した演習

教材が各市町村の地区特性を反映させたもの

となるよう、市町村保健師が状況設定を加筆・

修正していくことで、効果的な研修プログラム

になると考えられる。このことから、これを可

能にするための教育教材活用のためのマニュ

アルを作成する予定である。 

 

Ｅ．結論 

本研究班が作成した e ラーニング教材と演

習教材に基づき、フェーズ 0 からフェーズ 2 ま

での市町村保健師の災害時保健活動遂行能力

の獲得・向上のための研修プログラム例を検討

することを目的とした。研修プログラムは対面

の集合演習は半日程度とし、事前学習として e

ラーニング教材視聴、地域防災計画の確認等を

課し、対面学習では主にワークショップとリフ

レクションを実施する構成とし、わが国で発生

する可能性の高い自然災害である地震と豪雨

水害の 2 パターンを、焦点化するコンピテンシ

ーを踏まえて作成した。今後は、災害対策に従

事した経験のある統括保健師や実務保健師に
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研修プログラム例についてのヒアリングを行

い、それをふまえ精錬した研修を実施し、再評

価を行う。さらに、この研修プログラムを活用

し各市町村において地域特性に即した研修が

企画・実施できるよう、研修プログラムを含め

た教育教材活用のためのマニュアルを作成し

ていく予定である。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G．研究発表 

なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

 なし 

2．実用新案登録 

 なし 

3．その他 

なし 
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表 1 集合型の対面学習で焦点を当てるコンピテンシー  

C1 被災者・避難者の中から重症傷病者等の救急医療の必要な人、持続的な医療やケアが必要

な人、配慮の必要な人を特定し、緊急搬送、福祉避難所への移送、別室等での対応を行うため

に必要な知識を学ぶ。また緊急ではない要医療者の手当て、要配慮者への継続的な見守りを行

う。 

C3 避難者の健康観察、避難環境の整備により、二次的な健康被害の発生を予防する。 

C4 必要な応援内容と人員を判断し、統括保健師へ報告する。 

C5 診療可能な病院、医療の確保を必要とする被災者に関する情報収集を行うために必要な知

識を習得する。 

C6 医療を必要とする被災者への医療提供体制づくりについて統括保健師を補佐し協働するた

めに必要な知識を習得する。 

C7 平時から把握している要配慮者のうち早急に安否確認の必要な対象者を判断する。 

C8 安否確認の体制づくりを行う。 

C9 安否確認のもれ、不明者の確認に対する持続的な管理を行う。 

C10 避難所等巡回、関係者及び災害対策本部等からの情報を活用して、被災者のヘルスニーズ

の概要を迅速に把握し、優先度を高くして対応すべき地域の課題と対象を明確にする。 

C11 地域の現有資源による対応力を踏まえたときに受援が必要である課題及び対象を明確にす

る。 

C12 既に被災地で活動を開始している支援チームについて情報収集する。 

C13 受援に際して外部支援者に依頼する内容を特定し、具体的な期間、人数、依頼内容を計画

し、統括保健師に報告する。 

C14 市町村と保健所との連携の下で、外部支援者が効果的に活動できるように受入の準備を行

う。 

 

 

表 2 事前学習  

内容 

事前学習① 

（レクチャー） 

・eラーニング教材の視聴 

●事前視聴を必要とする eラーニング教材（９コンテンツ計 162分） 

※表中の Cは以下の各 eラーニング教材の内容に関連するコンピテンシー 

①災害に関わる根拠法令・災害時保健医療体制（22分） 

②フェーズ毎の保健師活動（20分） 

③都道府県、保健所、市町村、各々の役割と連携（12分）：

C1,C2,C5,C6,C13,C14 

④災害に関わる応援者の種別・特性や要請の仕組み（24分）：C4,C13,C14 

⑤⑥避難所における保健活動の基本①②（①13分、②14分）：

C1,C2,C7,C8,C9 

⑦避難所における迅速アセスメント（18分）：C3,C10,C11,C12 

⑧避難所における感染予防対策の基本(20分）：C3 

⑨災害時の２次的健康被害の理解（17分）：C3 

事前学習② ・所属自治体の地域防災計画、ハザードマップ、災害時保健活動等マニュ

アルの内容、組織における災害時の指揮命令系統、実務保健師及び統括保

健師・管理的立場の保健師の災害時の役割などの基本事項の確認 
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表 3-1 集合型の対面学習：地震編（約３時間） 

内容 備考 

ワーク ［10分］オリエンテーション 

・目標説明（研修を企画した意図の説明） 

・キャリアレベルをあげるために本日の演

習で意識すること 

・今回の研修で気づいてほしいこと 

  

［75分］避難所運営シミュレーション

（地震編） 

（60分）①避難所 HUG（オリエンテーショ

ン 15分、実際 45分） 

（15分）グループ討議「演習を踏まえ、

避難所運営において重要であること、及び

避難所運営における保健師や看護職の役割

について考える」（討議 10分、発表 5

分） 

●関連するコンピテンシー 

①C1,C2,C3,C10 ②

C15,C16,C17,C18,C19,C20 

●グループ構成（例） 

・役職(職位、統括、次期の区

別等)を考慮した編成 

・災害従事経験の有無を考慮

したグループ編成 

・所属組織を考慮した編成(自

治体別や、規模が近い自治体

等) 

・グループサイズは５～６人

を基本とする 

［5分］休憩   

［60分］ケースメソッド「地震災害発生

後の保健師活動」 

（20分）①災害発生後の 24時間未満の情

報収集（説明と討議で 15分、発表 5分）

事前情報：地震発生後の A市の保健センタ

ーの被災状況、保健師の出勤状況、市災害

対策本部からの人命救助を最優先の指示が

出されているとのこと。 

「この時点で、①何のために、②どのよう

な情報を、③どのような手段を用いて、集

める必要があると考えますか？市保健師と

しての役割から判断・行動していくために

必要な情報について、統括保健師の立場か

ら考えてみてください。」 

（20分）②応援要請のための情報収集

（説明と討議で 15分、発表 5分）事前情

報：A市の概要、管轄保健所の概要、保健

師の出勤情報、避難所への保健師の配置状

況、避難者への対応状況、管轄保健所から

派遣保健師要請の有無の回答ほしいとの依

頼あり。「派遣保健師の判断・意思決定を

するために、①どのような情報を、どのよ

うな手段を用いて集めますか？」 

●関連するコンピテンシー 

①C5,C6,C7,C8,C9 ②

C4,C10,C11,C12  ③C13,C14 

●グループ構成（例） 

・所属組織を考慮した編成(自

治体別や、規模が近い自治体

等) 

・役職(職位、統括、次期の区

別等)を考慮した編成 

・災害従事経験の有無を考慮

したグループ編成 

・グループサイズは６人を基

本とする 
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（20分）③派遣保健師の調整（説明と討

議で 15分、発表 5分）事前情報：派遣保

健師決定の連絡あり（2県からの派遣及び

日本看護協会の災害支援ナースの派遣につ

いて派遣保健師の人数とグループ、派遣の

開始時期と派遣期間、） 

「派遣保健師の受け入れのための調整につ

いて、考えて下さい。具体的には、日程、

配置場所、オリエンテーション、関係機関

の連絡などです。」 

 

リフレクション ［30分］リフレクション 

（3分）リフレクションの目的の説明

（5分）Step1気づきを促す：個人のリフ

レクション 

 演習中の自己の考えや行動を振り返るこ

とによって、演習によって得られた学び、

気づき（課題や改善策）を明確にする。 

（15分)Step2学びの意味づけを促す：グ

ループ内でのリフレクション 

 個人の振り返りに基づいて、なぜそのよ

うに考えたか、なぜそのような行動をとっ

たのか、グループメンバーとの対話により

振り返りを深める。 

●グループ構成（例） 

・所属組織を考慮した編成(自

治体別や、規模が近い自治体

等) 

事後の方向付け [5分]講評 

・研修をとおした、自身のコンピテンシー

の現状把握や自身の課題の気づきを基に、

平時からの OJTや次の研修参加への問題意

識を高めるなどして、継続的に能力開発が

動機付けられるように促す。 

・具体的には、期待する効果から、「変化

する状況を分析して判断する能力の獲得に

向け訓練する必要性の意識を高める」「健

康課題に対する予防的視点で平時からの準

備について自身及び所属の現状を見直す」

など、参加者が今回の研修と、これまでの

各所属での取り組みから得た知識と技術を

合わせ、自身の実践能力の判断を見直し、

災害対策に取り組む意欲を高め、行動化が

図られるように促す。 

●受講後のコンピテンシーの

自己評価、プログラム評価、

研修受講後１か月半から２か

月後の研修成果の自己評価に

ついても説明する。 
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表 3-2 集合型の対面学習：風水害編（約 2時間 30分） 

内容 

ワーク ［10分］オリエンテーション 

・目標説明（研修を企画した意図の説明） 

・キャリアレベルをあげるために本日の演習で意識すること 

・今回の研修で気づいてほしいこと 

［90分］「COVID-19感染拡大下における風水害発生時の保健師活動」（保健活動拠

点編）※Cは関連するコンピテンシシー 

（10分）状況設定とすすめ方の説明：ある一市の保健師経験３年目の A、10年目の

Bのどちらの保健師の立場で取り組むか決める．課題３までは最初のグループで Aま

たは Bの保健師の立場で取り組み、その後 Aのみのグループ、Bのみのグループに別

れる。Aのみのグループは課題４～５に、Bのみの保健師のグループは、課題６～８

に取り組む。事前情報として、市の保健師の組織体制、自治体や地域に関する情報

あり。 

（10分）自己紹介と役割分担：司会と進行役、ＡかＢのどちらの保健師になるか決

める。 

（10分）課題１ フェーズマイナス１の活動：C5,C6,C7 

「秋雨前線が長く停滞していたうえ、100年に１度ともいわれる大型台風が、明日夜

にかけてＹ県に最接近するとの予報で、特別警報発令の可能性も見込まれている。

市災害対策本部はまだ設置されず、警戒体制をとっている。この段階でするべきこ

とは何か？ 

（15分） 

課題２ フェーズ０の活動①：C5,C6,C7 

台風の接近速度が速まり、浸水や土砂災害が見込まれる地区では、避難所が開設さ

れた。すでに秋雨前線の長雨で地盤が緩んでおり、土砂崩れにより道が遮断されて

いる地区もあった。帰宅した係長は道路が遮断され、出勤できない状況であった。

昼前に特別警報が発令され、市災害対策本部が設置された。保健センター長（保健

師）は災害対策本部に詰めるとになった。地域情報で収集すべき内容は何か？ 

課題３ フェーズ０の活動②：C5,C6,C7 

すでに開設された複数の避難所から新型コロナウイルス感染症への対応について指

導をしてほしいと依頼が入った。自宅の浸水が心配だが、新型コロナウイルスの感

染が心配で避難所に行けないがどうしたらいいかという相談が、保健師が日ごろか

かわっている精神障がい者の家族や乳幼児の母親から複数入ってくる。保健師は、

どのように役割分担し対応するか。 
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グループ変更（3分） 

B保健師グループ A保健師グループ 

（20分） 

課題４ フェーズ１の活動

④：C13,C14 

台風は速度をあげながら、Y

県に近づき、Y県は巨大で勢

力の強い台風の暴風雨圏に入

った。市内の一級河川Ａ川が

支流と合流する数か所で堤防

の決壊が報告されている。ま

た山間部で連絡のとれない地

区が数か所ある。被害状況は

明確ではないが、これまで経

験したことのない甚大な被害

が予測される。 複数の避難所

への対応や山間部で連絡の取

れない地区への対応などの必

要性から、外部からの応援が

必要と見込まれる。応援を受

けるためにどのような準備を

するか。 

（7分）課題６ フェーズ０の活動：C1,C3 

A保健師が、Ａ地区避難所（小学校）に到着する

と、小学校職員と、先に到着していた市役所の事務

職員が体育館の入口で真剣な表情で話しており、保

健師を見て、コロナ禍における避難所のゾーニング

について尋ねてきた。雨風が次第に強くなってきて

いる。避難所の近くに住む独居の高齢者が「一人は

不安だから」と言って、杖を突いて避難してきた。

避難者受け入れ体制づくりとしてするべきことは何

か。 

 

（7分）課題７ フェーズ０の活動：

C1,C3,C4,C10,C11,C12 

幼児をつれた妊婦、持病の薬を持ってこなかったと

いう高齢者、中にはマスクをしていない人もいる。

避難所に入ってから落ち着きがなく不安そうに避難

所内をうろうろしている人もいる。ほどなくして、

避難所のあるＸ地域の自治会長と、この地区に住む

非常勤の看護師が避難してきた。ひざ下が濡れてい

る人も受付に来ている。あと 20人ほどでコロナ禍

に考慮した避難所収容可能人数になってしまう。ど

のような情報を収集し、統括保健師に何を報告する

か、避難所にかかわるどのような関係者とどのよう

な情報を共有し支援体制を整えるか。 
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課題５ フェーズ１の活動

⑤：C13,C14 

台風は市内に甚大な被害を及

ぼして過ぎ去った。浸水した

地域の 8か所の避難所のうち

一部には定員以上の避難者が

避難してきている。また山間

部で連絡が取れない地区もあ

る。浸水地域には市立病院が

あり、病院も浸水している。

保健所保健師（中堅）が朝か

ら応援に来てくれた。午前中

のうちに、他保健所や市町か

ら 2名ずつ 2チームで応援に

来てくれる予定である。保健

所保健師、応援保健師にそれ

ぞれ何を依頼するか。B保健

師はほかの当市保健師ととも

に何をすべきか。 

（6分）課題８ フェーズ０の活動：

C1,C3,C4,C10,C11,C12 

腰から下がずぶ濡れになった人も複数受付に到着し

ている。途中流されそうになっている人を見たと言

っている人もいる。避難者は各自の携帯に届くエリ

アメールの着信音がなる度に、落ち着かない様子で

ある。避難所周辺の浸水が深くなったことに伴い、

新たに避難してくる人も途絶え、避難者がひととお

り部屋におさまったところで、健康相談に関するコ

ーナーを設けたが、相談に来る人はほとんどいな

い。避難者に配給するための保温用アルミシート、

水、クラッカーが足りなくなってしまい、配れなく

なってしまった。雨がやんで月夜になり水も引いて

きたため、避難者は少しずつ家に戻り始めたが、間

もなく、Ｚ市上流で降った雨でＺ市を流れる川が増

水し、堤防を越水して避難所の周囲に流れ込み、浸

水の深さが以前よりも深くなってきた。家に戻ろう

と避難所を出た避難者数人が途中から引き返してき

た。途中で車が動かなくなり、車を乗り捨ててきた

といって下半身がずぶ濡れで戻ってきた人もいる。

収容人数を超えそうである。避難所にかかわるどの

ような関係者とどのように役割を分担するか、保健

師は何を優先して対応するか。 

（休憩 10分） 

（15分）全体共有 A保健師グループと B保健師グループの共有 

リフレ

クショ

ン 

［40分］ 

（10分）個人のリフレクション 

 課題に取り組んで気づいたこと、災害対応に対する個人の課題／所属で演習を企

画することを想定した課題 

（15分)グループ内での振り返りの共有 

 個人の振り返りに基づいて、なぜそのように考えたか、なぜそのような行動をと

ったのか、グループメンバーとの対話により振り返りを深める。 

（15分)振り返りの全体共有 

 

 

 

 

 

 

 

  
事後の

方向付

け 

[5分]講評 

・研修をとおした、自身のコンピテンシーの現状把握や自身の課題の気づきを基

に、平時からの OJTや次の研修参加への問題意識を高めるなどして、継続的に能力
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開発が動機付けられるように促す。 

・具体的には、期待する効果から、「変化する状況を分析して判断する能力の獲得

に向け訓練する必要性の意識を高める」「健康課題に対する予防的視点で平時から

の準備について自身及び所属の現状を見直す」など、参加者が今回の研修と、これ

までの各所属での取り組みから得た知識と技術を合わせ、自身の実践能力の判断を

見直し、災害対策に取り組む意欲を高め、行動化が図られるように促す。 

・受講後のコンピテンシーの自己評価、プログラム評価、研修受講後１か月半から

２か月後の研修成果の自己評価についても説明する。 

 

表 4 評価 

評価① ・研修受講後の評価 

 コンピテンシーの自己評価 

 「実務保健師の災害時のコンピテンシーチェックシート」により超急性期及び急性

期のコンピテンシーについて、再度自己評価してもらう。 

 プログラム評価 

 満足度、役割遂行の自覚・自信、知識の獲得、自身の問題点の明確化の観点から評

価してもらう 

評価② ・研修受講後１か月半から２か月後の研修成果の自己評価 

実践に戻り、意識化の変容、行動化の変容、周囲の人々や組織に及ぼした影響の内容

について、紙面により評価してもらう。 


